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年
次
大
会　

講
演
要
旨
（
令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
・
日
本
語
研
究

デ
ロ
ワ
中
村
弥
生

　

本
講
演
で
は
、
ま
ず
筆
者
の
勤
め
る
仏
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
（
通
称

イ
ナ
ル
コ
）
の
日
本
学
部
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
現

状
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
次
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
研
究
の
歴

史
お
よ
び
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　

イ
ナ
ル
コ
の
日
本
学
部
に
は
約
一
〇
〇
〇
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、

中
国
学
部
・
ア
ラ
ビ
ア
学
部
と
並
ん
で
も
っ
と
も
大
き
な
学
部
で
あ
る
。
日

本
語
学
習
者
は
、
本
学
に
限
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
八
〇
年
代
か
ら
安
定
的

に
増
加
傾
向
に
あ
る
（
注
〈
１
〉
参
照
）。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
研
究
の
萌
芽
期
に
あ
た
る
十
九
世
紀
初
頭
に

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
翻
訳
は

現
在
で
も
日
本
語
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
ら
草
創
期
の
研
究
は
、
東
洋
学
の
一
部
と
し
て
の
日
本
語
研
究
で
あ
り
、

本
格
的
な
言
語
学
と
し
て
の
日
本
語
研
究
が
始
ま
る
の
は
一
九
七
〇
年
以
降

に
な
る
（
注
〈
２
〉
参
照
）。

　

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
語
研
究
を
行
う
場
合
、
二
つ
の
活
動
の
場
が
あ

る
。
一
つ
は
学
際
的
な
日
本
研
究
の
学
会
・
刊
行
物
、
も
う
一
つ
は
一
般
言

語
学
の
学
会
・
刊
行
物
に
お
け
る
発
表
で
あ
る
。
ど
ち
ら
で
発
表
す
る
か
に

よ
り
、
形
式
は
も
ち
ろ
ん
内
容
も
適
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
あ
る

言
語
で
他
言
語
を
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
そ
の
二
つ
の
言
語
を
比
較

対
照
す
る
と
い
う
作
業
が
伴
う
。
そ
の
研
究
姿
勢
は
そ
れ
自
体
が
す
で
に
対

照
言
語
学
で
あ
る
と
い
え
る
。
日
本
語
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
他
の
言
語
と

異
な
る
特
徴
に
も
共
通
点
に
も
気
づ
き
に
く
い
。
世
界
の
言
語
の
中
の
日
本

語
と
い
う
視
点
は
日
本
語
研
究
に
お
い
て
も
不
可
欠
と
い
え
る
。

　
　

注

　
〈
１
〉
詳
細
に
つ
い
て
は
『
海
外
の
日
本
語
教
育
の
現
状　

2018

年
度
日

本
語
教
育
機
関
調
査
よ
り
』
を
参
照
。

　
〈
２
〉
一
八
二
五
年
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
研
究
史
に
つ
い

て
はGarnier Catherine « T

w
o centuries of Japanese linguistics 

in France: 1825-1995 ». Cipango, 2013, N
o.2.

を
参
照
。

（
デ
ロ
ワ
・
な
か
む
ら
・
や
よ
い
、

仏
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
准
教
授
）


